
d~ 
~広報 

'95第306号 12月号� | 

たくさんのお菓子が

拾えた宝投げ

合併40周年を記念して，

パラグライダーの

デモンストレーション

子供たちに人気の

かわいい つ恐竜の

ぬいぐるみ

/""、、

っきたてのおもちの販売や特産品バザーも/ みかんの入った八寸かごをかついで競争� 

11月23日(勤労感謝の日)，星谷運動公園において第� 4回みかん祭りが開催

されました。約1，500人の参加者は，大統領選出，みかんかたぎや早喰い競争，

重量あてクイズなどのゲームや特産品などのバザーを楽しみました。� 

⑨⑧⑨ 
⑨⑧ 

(世帯数) 2，058戸� (人口)男3，547人女3，823人計7，370人� (平成7年10月末日現在)

(出生)男� O 女4 計4 死亡)男� 2 女2 計4 転入)男� 1女2 計3 転出)男� 6 女8 計14

広報かつうら 12月号第306号 平 成7年12月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511 (代� FAX2-3028
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歳
•

入


にノ

¥..../ 

一
七

に入ったお金は

7億5，059万円� 
この事業は平成ワ年度、完成予定です。

O

だ
い
た
町
税
は
、
四
億 

、
九
四
四

は
、
合
計
で

一 

億
五
、
八
二
二
万

金
で

一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
て

に
国
や
県
か
ら
も
ら
っ

た
補
助
金

億
九
二
二
四
O
万
円
、
歳
入
全
体
に

占
め
る
割
合
は
三
七
・
八
パ
ー
セ

万
円
で
、
歳
入
全
体
の
八
・
六
パ

る
の
が
町
債

(
借
入
金
)
で
九
億

四、
二
八
四
万
円
。
歳
入
全
体
の

一

九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。

そ
し
て
町
の
貴
重
な
自
主
財
源

と
な
る
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

ー
セ

ン
ト
で
す。

ン
ト
で
す
。

い
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、

平
成
六
年
度
に
町
に
入

っ
た
お

ま
た
、
各
種
事
業
を
す
る
た
め

二
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め

にこユ� 「一一一一一一一一 〈歳入の内訳〉

その他の内訳

地方
ゥ~ιr 

付税

七

f九意
、

四

O 
万
円

田T

債

九
{意
四、

八� 
四
万
円� 

一
県
支
出
金
.....lー
ノ¥

{意 

、

万
円

四

O 
ー」ーー
ノ¥

国
庫� 
支
出
金

一
四
f意� 

、

万
円

四

ー-'-拘
ノ¥

回T
手見

「一一一一一一一一

四� 
f意
O 、

四
四� 
万
円

九

金分才旦� 

金負宇旦

f意
、� 

+ 
ノ ¥ �  

九
万� 
円

「一ー一一一一一一ーー

地方譲与税� 

7，889万円

利子割交付金

2，632万円

自動車取得税交付金

3，029万円
そ
の 交通安全対策特別交付金

イ也 77万円� 

使用料・手数料「一一一一一一一一一一

四� 5，616万円

財産収入f意� 

1<~~ii 1，ω万円
、

万
円� 

O 繰越金
四� 11，604万円
O 諸収入

10，164万円

26億r，267万円� | 

321意4，595万円� 

401意2，245万円� 

44憶7，355万円� 

52億8，687万円� 

46f:意8，060万円� 

47f:意5，059万円� 

~億3 ， 625万円 63年 63年

元年 決

算

の

推

移

元年31億7，559万円� 

乎
鴎
式
等
感


円
で
し
た
。
こ
れ
の
全
体
に
占
め

る
割
合
は
二
二

・
二
パ
ー
セ

ン
ト

と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳 歳 2年

3年� 

4年出� 入
5年� 

6年� 

国� 

39憶3，169万円� 2年� 

43億9，413万円� 3年� 

521意1，358万円� 4年� 

451意1，358万円� 5年� 

461意4，207万円 6年� 
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歳
• 

出


0.6% 

3.4% 

17.2% 

3.3% 

r--¥ 

町が使-ったお金は� 
/' 

48億4，207万円
平成� 6年度勝浦町畜産環境システム事業完成写真。� 

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
七
、

復
旧
事
業
費
を
含
め
た
投
資
的
経

七
五

一
万
円
、

一
・
七
パ
ー
セ
ン

費
は
、

二
一

億
二
、
三
五
六
万
円
で
、

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
四

歳
出
の
内
容
を
性
質
別
に
見
て

五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お

み
る
と
、
道
路
を
改
修
し
た
り
、

建
物
を
建
て
た
り
す
る
普
通
建
設

〈
歳
出
の
内
訳
〉

(性質別分類)
その他の内訳

扶助費� 

維持修繕費� 

積立金� 2.7%

災害復旧事業費� 

9.8% 

人件費� 

繰出金� 

普通建設事業費� 

り
ま
す
。

投資及び出資

貸付金� 

2.7% 

35.9%
一
六
億
六
、
七 

七
万

O

「ーーー一一一一 「一一一ーー一一� 
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木
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費
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費防衛生 {意{意 f意 四七、� 費 費 五
{意

、 費 九、 、 {意 {意
九 f意

事
業
費
が
、

(目的別分類)

にユ
日

や'

円
で
、
歳
出
全
体
の
三
五
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
災
害

八 r-=一一 、 五 、 五、七、ー」ーー
ー」ーーノ¥ f意t 七� O 、、 ー」ーー五 ノ¥ ノ¥四 1m ー」ーー ー」ーー
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万

五
万
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円
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最
後

は
、

υ 


l

た
。
な
か
に
は
ご
来
賓
の
岡
本
県
議
会

議
員
、
川
口
町
長
、
蔀
町
議
会
議
長

に
も
急
に
登
場
を
願
っ
た
り
、
ま

た
支
部
会
員
の
半
分
が
出
演
し
た

り
と
、
多
様
・
多
彩
で
し
た
。

本
部
と
支
部
三
役
全
員
の
餅
投

げ
で
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
芸
能
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
右
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
一
人
で
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
、
少
し
で
も
会
員

の
精
神
的
利
益
に
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
を
心
に
強
く
持
ち
、
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
す

ま
す
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
女
性
会
活
動

に
、
今
後
共
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10/29 平成 7年度勝浦町女性会芸能大会開催
 

河
野
チ
ヅ
さ
ん

永い問ごくろうさまです
中西正さん(石原)に

農林水産大臣から感謝状 

(坂
本 
)

勲
六
等
賓
冠
章
授
章

毎
年
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に

行
わ
れ
る
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
河

野
チ
ヅ
さ
ん
が
勲
六
等
賓
冠
章
を
授

与
さ
れ
る
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

河
野
さ
ん
は
、
町
の
保
健
婦
と
し

て
「
多
年
に
わ
た
り
、
へ
き
地
保
健

業
務
に
精
励
さ
れ
、
住
民
の
保
健
衛

生
の
向
上
及
び
健
康
増
進
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
今
回

の
授
章
と
な
り
ま
し
た
。

河
野
さ
ん
の
永
年
の
ご
苦
労
に
あ

ら
た
め
で
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
回
の
栄
誉
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

で
き
と

っ
て
び

っ
く
り
し
た
わ
。
皆

い
人
な
の
に
、
踊
り
の
演
出
が
よ
う

え
ば
「
あ
の
人

っ
て
常
は
お
と
な
し

広
ま

っ
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
例

と
な
が
ら
、
大
き
く
人
の
和
会
つ
く
り
が

会長

坪内奈津子

秋
た
け
な
わ
の
十
月

二
十
九
日
、
勝
浦
町
女

性
会
芸
能
大
会
を
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

早
く
か
ら
の
ご
来
場

と
最
後
ま
で
の
ご
観
覧

で
、
芸
能
大
会
に
温
か

い
ご
声
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

芸
能
大
会
が
二
年
に

一
度
、
通
算
四
回
目
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

と
、
大
勢
の
方
の
ご
来

場
は
、
会
員
の
み
な
ら

ず
町
民
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、

主
催
者
と
し
て
大
き
な

激
励
を
い
た
だ
い
た
と
、

と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

早
い
支
部
で
は
一
ヶ

月
も
前
か
ら
練
習
に
取

り
組
ま
れ
た
と
か
で
、

芸
能
大
会
を
盛
り
上
げ

る
意
気
込
み
も
さ
る
こ

見
直
し
た
な
と
ほ
め
よ
う
わ
」
と
か

「
今
ま
で
一
回
も
踊

っ
た
こ
と
が
な

い
け
ん
ど
、
役
員
さ
ん
や
し
、
お
母

さ
ん
が
も
の
す
ご
く
力
を
入
れ
と
う

け
ん
、
皆
も
応
援
せ
な
ん
だ
ら
な 

」

と
思
わ
ぬ
家
族
愛
や
ら
地
域
愛
の
話
。

本
当
に
お
嫁
さ
ん
の
た
め
に
早
く
か

ら
来
場
し
て
応
援
し
、
そ
の
か
い
が

あ

っ
て
会
場
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
拍

手
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
他

に
も
た
く
さ
ん
の
心
温
ま
る
小
さ
な

ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
二
十
七
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

創
作
舞
踊
、
民
踊
、
歌
、
詩
吟
、
寸

劇
と
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き
、
甲
乙

さ
す
が

つ
け
難
く
「
流
石
女
性
会
/
・
」
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
最
初
か
ら
大
笑

い
し
た
り
、
し
ん
み
り
し
た
り
で
し

MUS04
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生比奈小学校に
宮本政彦文庫

勝
浦
町
恐
竜
の
里
が

%
第
六
回
あ
わ
わ
大
賞

施
設
デ
ビ
ュ
ー
賞
受
賞

H

μ

・

書マ

た。

F
.搬
入
先

勝

岬

は

福 

ι1ン
パ

o 

aa 

f¥ 


あ
わ
わ
大
賞
の
施

設
デ
ビ
ュ
ー
賞
を

一

獲
得
し
ま
し
た
。

…

殿
川
委
員
長
は
「
実
行
委
員
会
の
地
域
づ
く
り
が
評
価

一

さ
れ
た
こ
と
と
、
広
く
情
報
発
信
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
。

…

今
後
も
こ
の
活
動
と
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
と
、
四
国
で

…

勝
浦
町
地
域
会
つ
く
り
井
戸
端
塾
実
初
め
て
の
恐
竜
の
化
石
発
見
を

『四
国
の
宝
』
と
し
て
育
て

…

行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
立
川
地
た
い
」
と
喜
び
と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

…

区
に
造
っ
た

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
こ
の
恐
竜
の
里
で
お
弁
当
な
ど
広
げ

一

が
、
徳
島
の
タ
ウ
ン
誌
と
し
て
有
名
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
こ
の
受
賞
は
、
あ
わ
わ
ロ
月

一

な
H

あ
わ
わ

が
主
催
す
る
第
六
回
号
に
お
い
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

一

A
7
で
は
り
っ
ぱ
な
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ρ

勝
浦
町
恐
竜
の
里

p

一

か
勝
浦
町
恐
竜
の
里
u
は
、
恐
竜
の
歯
の
化
石
の
発
見
以

一

来
、
塾
の
メ
ン
バ
ー
が
子
守
つ
く
り
で
コ
ツ
コ
ツ
と
造
り
、

一

こ
の
度
宮
本
文
子
様
か
ら
ご
子
息

政
彦
様
が
、
生
前
大
変
読
書
好
き
で

あ
っ
た
こ
と
を
偲
ば
れ
、
母
校
で
あ

る
生
比
奈
小
学
校
に
約
七
百
冊
の
図

書
(
時
価
百
万
円
)
を
寄
贈
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

生
比
奈
小
学
校
で
は
、
宮
本
政
彦

文
庫
と
し
て
大
切
に
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
か

げ
で
図
書
室
は
、
新
し
く
楽
し
い
本

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
で
、
読
書
の
秋
に
一
日
一

日
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝浦町化石研究会
 
作
品
の
種
別

写
真
・書
道
・油
絵
・漫
画
・イ
ラ
ス
ト

・水
墨
画
・

手
工
芸
・生
花
・盆
栽
・俳
句
・短
歌
・川
柳
・彫
刻
・ 

お
組
閣
底
油
崎
山
窃
碕
銭
信
晴

毎
年
恒
例
の
芸
術
祭
を
一
月
十
三
日
出
か
ら
十

一
四
日
間
ま
で
開
催
し
ま
す
。
作
品
を
次
の
と
お
り

弓
募
集
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
ご
出
品
を
お
願

古
い
し
ま
す
。

主

な
お
、
詳
細
は
一
月
号
広
報
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

一
を
折
り
込
み
ま
す
の
で
そ
れ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

z F7

陶
芸
・日
本
画
・そ
の
他
芸
術
作
品


一一

・
作
品
の
搬
入


一

一
月
十
一
日
同
午
後
一
時

1

午
後
五
時
 

歯
の
化
石
が
本
町
で
発
見
さ
れ
た
の
を
機
会

に
、
今
年
二
月
に
、
勝
浦
町
化
石
研
究
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
会
員
数
は
現
在
十
八
名
。

十
月
二
十
二
日
、
第
二
回
目
の
現
地
研
修

会
が
、
棚
野
か
ら
立
川
に
か
け
て
行
わ
れ
、

十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
指
導
員
の
敏
鎌
謙
次
さ
ん
の
指

導
で
、
地
層
の
見
方
や
化
石
の
名
前
な
ど
を

勉
強
し
ま
し
た
。
化
石
は
、
シ
ダ
、
木
の
葉
、

貝
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
、
サ
ン
ゴ
な
ど
が
見
ら

れ
、
会
員
の
方
は
勝
浦
の
化
石
の
豊
富
さ
を

再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

会
長
の
蔀
長
吉
さ
ん
は
、
「
来
年
の
春
先
に

ま
た
現
地
研
修
を
し
た
い
。
会
員
も
募
集
し

て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
へ
連
絡
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
し

平
成
六
年
四
月
、
四
国
で
初
め
て
恐
竜
の

国
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(文化の日)

十
一
月

一
恒
恒
但
恒
一
嗣
例
の
町
民
体
青
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と

な
っ
た
秋
晴
れ
の
下
、
勝
浦

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大

に
催
さ
れ
、
町
民
約
一
千
人

が
様
々
な
競
技
に
参
加
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

面
で
活
躍
さ
れ
た
方
に
対
し
、

勝
浦
町
長
と
教
育
委
員
会
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

区
長
会
、
各
種
団
体
及
び
関

係
各
位
の
み
な
さ
ま
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

. 川口町長あいさつ
企 体育大会の皇室“地区対抗リレー"� 

(
表
彰
さ
れ
た
方
々

・
敬
称
略
)

女
勝
浦
町
長
表
彰

堺

徹

(

横

瀬

)

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
お
よ
び
振
興

山
田
善
章
(
坂
本
)

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
お
よ
び
振
興

押
栗
義
衛
(
与
川
内
)

徳
島
駅
伝
の
勝
浦
郡
選
手
と
し
で
述
続

初
回
出
場
し
、
本
町
の
陸
上
競
校
の
普

及
に
努
め
る
。

後
藤
美
香
(
棚
野
)

第
却
回
全
国
身
体
陣
答
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
出
場

や
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
る

』 

ス
ポ
ー
ツ
で
功
労
の
あ

っ
た
個
人 

V

上
西
康
弘
(
与
川
内
)

平
成 
7
年
度
全
国
態
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

田

岡

勝

(

中

角

)

平
成
7
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
出
場

渡

留

以

(

中

山

)

第
お
回
全
国
高
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
出
場

松
田
友
和
(
久
国
)

平
成 
7
年
度
四
国
高
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
出
場

勝
浦
ク
ラ
ブ
(
綱
引
)

第
8
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
出
場

h
F

英
語
指
導
の
カ
レ
ン
さ
ん
も
呼
び
出
さ 
h 

¥J 

教
育
委
員
会
表
彰

A 日ごろの運動不足解消に

健康マラソンのス合一ト/� 

'中学生から心の
こもった贈り物が

老人たちに贈られた。
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勝浦町中国視察団

藤木
表代

重 (今山)

A 野菜畑見学 (章丘市)

同
国
際
農
業

者
交
流
協
会
の

主
催
す
る
中
国

農
業
視
察
研
修

に
、
勝
浦
町
の

T

V

つ


j ~ 

T

V

「
先
進
海
外
農

業
視
察
研
修
事

業
」
に
よ
る
協

力
と
お
世
話
を

い
た
だ
き
、
町

内
の
ハ
ウ
ス
み

か
ん
栽
培
仲
間

四
名
で
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
、

九
月
八
日
か
ら

九
日
間
、
中
国

東
部
の
農
村
地

帯
を
視
察
し
て

参
り
ま
し
た
。

コ
ー

ス
は
上
海
を
出
発
し
て
北
京

ま
で
北
上
、
揚
子
江
流
域
の
広
大
な

地
平
線
ま
で
広
が
る
農
村
地
帯
を
パ

ス
で
約
千
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
移

動
す
る
も
の
で
し
た
。
道
中
い
ろ
ん

な
農
産
物
の
栽
培
産
地
の
視
察
、
農

村
集
落
や
農
家
の
家
庭
生
活
の
現
状
、

そ
の
他
農
産
物
の
卸
売
市
場
や
加
工

工
場
の
視
察
等
、
ハ
ー
ド
な
日
程
の

連
続
の
う
え
、
道
幅
は
広
い
が
悪
路

に
耐
え
な
が
ら
、
と
に
か
く
日
程
表

が
有

っ
て
無
い
よ
う
な
、
万
事
が
大

陸
的
な
旅
で
し
た
。

中
国
は
広
大
な
大
陸
な
の
で
大
規

模
で
粗
放
的
な
農
業
経
営
と
思

っ
て

い
た
の
で
す
が
、
現
実
は
日
本
よ
り

少
な
い
農
地
し
か
使
用
を
認
め
ら
れ

ず
、
そ
ん
な
中
で
の
経
営
は
こ
こ
ま

で
や
る
か
と
思
う
ぐ
ら
い
農
地
や
空

地
を
有
効
利
用
し
て
お
り
、
山
間
部


で
は
山
の
項
上
ま
で
、
道
路
や
堤
防


の
斜
面
、

ア
ゼ
道
、
用
水
路
ま
で
可


能
な
限
り
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
広


い
道
路
は
道
幅
の
半
分
ぐ
ら
い
ま
で


ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
ラ

ッ
カ
セ
イ
等
の


乾
燥
場
と
し
て
使
い
、
車
や
自
転
車


が
そ
の
聞
を
ぬ
う
よ
う
に
走
る
光
景


は
日
本
で
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。


視
察
訪
問
す
る
先
々
で
は
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
、
市
長
主
催
の
晩
さ
ん

会
や 

局
の
取
材
、
農
業
関
係
の

各
役
人
の
付
き
き
り
で
の
説
明
や
農

家
の
人
た
ち
も
一
生
懸
命
に
現
状
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

熱
心
さ
を
見
た
と
き
、
日
本
市
場
に

対
す
る
大
き
な
期
待
や
日
本
の
進
ん

だ
技
術
の
習
得
意
欲
な
ど
、
こ
ち
ら

が
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た

農
村
部
で
は
私
た
ち
視
察
団
が
物
珍

し
い
の
か

、
ど
こ

へ
行

っ
て
も
人

だ
か
り
が
で
き
て
そ
の
明
る
さ
、

人
な
つ

っ
こ
さ
に
は
非
常
に
好
感
が

持
て
ま
し
た
。

広
大
な
大
陸
の
中
国
は
、
日
本
以

上
に
多
種
多
様
な
農
作
物
の
栽
培
が

可
能
で
あ
り
、 

の
中
国
国
民
の
活

気
と
勤
勉
さ
、
生
産
意
欲
、
肥
沃
な

土
壌
と
十
二
億
の
人
口
を
考
え
た
と

き
、
近
い
将
来
に
は
日
本
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
大
変
な
事
態
に
な

A
7

る
か
も
知
れ
な
い
と
実
感
い
た
し
ま


し
た
。


逆
に
日
本
側
か
ら
み
れ
ば
開
放
経

済
の
進
む
中
国
は
、
大
き
な
市
場
で
も

あ
り
ま
す
。
事
実
私
た
ち
が
今
ま
で

抱
い
て
い
た
共
産
主
義
国
、
中
国
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
よ
り
は
る
か
に
自

由
化
、
近
代
化
が
進
ん
で
お
り
、
都
市

部
で
は
高
速
道
路
、
高
層
ビ
ル
が
建

ι 

A とうがらしを手で 2mmの幅にきざみ選別作業(章丘市)

ち
並
び
、
道
路
は
自
転
車
と
車
の
洪

水
、
特
に
車
に
よ
る
物
流
の
豊
富
さ

は
、
中
国
の
未
来
と
蹄
動
を
物
語

っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
女
性
の
フ

ァ

ッ
シ
ョ
ン
も
日
本
と
変
わ
ら
な
い
く
ら

い
で
、
自
由
な
商
品
の
広
告
や 

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
英
語
文
字
の
氾
濫
、 

も
衛
星
放
送
で
世
界
の
番
組
や

ニ
ュ
ー
ス
が
ど
ん
ど
ん
と
目
に
飛
び

込
ん
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
急
激
な
近
代
化
、
経
済
発

展
の
波
は
い
ろ
ん
な
面
で
歪
み
を
生

み
、
持
に
農
村
と
都
市
と
の
生
活
環

境
の
格
差
、

貧
富
の
差
、
人
口
の
都

市
部
へ
の
集
中
、
失
業
や
汚
職
、
犯

罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
農
村
部
に

お

い
て
は
、
良
き
指
導
者
に
恵
ま

れ
て
栽
培
作
物
の
多
様
化
や
施
設
化

を
進
め
て
い
る
地
域
で
は
、
万
元
戸

と
呼
ば
れ
る
長
者
が
多
数
出
現
し
て

お
り
、
近
代
化
に
向
け
て
大
き
く
揺

れ
動
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

ち
ょ
う
ど
研
修
期
間
中
、
国
連
世


界
女
性
会
議
の
最
中
で
、

北
京
市
内


で
は
「
こ
れ
が
中
国
か
」
と
思
う
く


ら
い
華
や
か
で
国
際
色
豊
か
な
光
景


で
し
た
。


今
年
中
国
は
、
日
本
と
同
様
戦
後


五
十
年
の
節
目
に
当
た
り
、
戦
争
を
知


ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る
な
か
、


あ
ら
た
め
て
過
去
の
戦
争
の
悲
劇
や


悲
惨
さ
を
訴
え
る
週
刊
紙
や
雑
誌
が


数
多
く
出
回

っ
て
お
り
、
今
ま
で
日


本
側
の
情
報
だ
け
で
し
か
知
り
得
な

か
っ
た
過
去
の
歴
史
が
、
中
国
側
の

情
報
と
し
て
抗
日
戦
争
終
結
ま
で
の

T

V

v 市場では積んできたトラックから直接売買される。 記
録
を
知

っ
た
時
、
中
国
で
の
旧
日

本
軍
の
行
動
や
そ
の
悲
惨
な
写
真
集

の
光
景
に
涙
が
出
る
思
い
で
し
た
。

も

っ
と
も

っ
と
中
国
に
対
す
る
反
省

と
謝
罪
感
と
理
解
を
深
め
、
謙
虚
な

気
持
ち
で
接
し
な
け
れ
ば
真
の
日
中

友
好
は
程
遠
い
な
と
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

以
上
が
概
要
の
報
告
で
す
が
、
視

察
研
修
に
参
加
し
て
ほ
ん
と
う
に
よ

か
っ
た
、
す
ば
ら
し
か

っ
た
と
言
う

の
が
参
加
者
全
員
の
意
見
で
し
た
。

農
業
で
頑
張

っ
て
い
る
勝
浦
町
内
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

一
度
は
参
加
し
て
見

で
く
だ
さ
い
。
世
界
各
国
へ
向
け
て

い
ろ
ん
な
コ 

ス
が
あ
り
ま
す
。
特

に
若
い
後
継
者
や
カ
ゲ
の
力
と
な

っ

て
頑
張

っ
て
い
る
女
性
の
方
に
ぜ
ひ

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ

大」い
。 

l
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女

性

之》

人で

そ
の
結
果
、

、

、
し
な
い
、

。

A

女
性
会
会
長

昨
年
、
新
た
に
「
勝
浦
町
差
別
を

な
く
し
、
人
権
を
擁
護
す
る
条
例
」

が
で
き
た
こ
と
の
学
習
、
新
女
性
ラ

イ
ブ
プ
ラ
ン
の
事
業
で
の
講
演
、
第

四
十
六
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会

並
び
に
第
四
十
二
回
四
園
地
区
同
教
、

県
婦
人
同
教
へ
の
参
加
等
多
く
の
学

習
す
る
機
会
を
得
て
、
人
権
問
題
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
同
教
で
は
「

一
人
の
百
歩
よ

り
も
百
人
の
一
歩
」
を
合
言
葉
に

し
て
い
ま
す。

そ
う
い
う
輪
を
広
げ

た
い
と
い
う
願

い
か
ら
、

「
仲
良
し

会
」
と
い
う
名
称
で
あ
ら
ゆ
る
人
権

に
つ
い

て
話
し
合
う
座
談
会
形
式
で

各
支
部
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
一

時
間
を
ビ
デ
オ
と
話
し
合

い
、
後
の

一
時
間
を
小
学
校
運
動
会

踊
り
練
習
で
し
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
人

権
学
習
に
だ
け
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
も
あ
り
感
動
し
ま
し
た
。
他
の
事

業
と
の
か
ね
あ
い
も
あ
り
、
十
六
支

部
十
回
の
実
施
で
し
た
。

ビ
デ
オ
「
私
た
ち
と
人
権
」
を
見

た
後
で
体
験
談
や
本
音
の
話
な
ど

の
話
し
合
い
を
し
、
真
剣
で
活
発
な

意
見
の
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

「
人
権
標
語
に
至
る
ま
で
」


権人

膚権 

義標
 
Y古三五

動守

よ
る

・
婚
姻
は
当
人
同
志
に
ま
か
せ
る

.
三
世
代
同
居
の
若
い
方
か
ら
は
、

古
い
慣
習
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い

-
誰
で
も
何
ら
か
の
差
別
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り

差
別
を
見
抜
く
目
が

大
切
で
あ
る

・
ど
ん
な
小
さ
な
差
別
も
差
別
で
あ

り
、
見
逃
が
さ
な
い

さ

せ
な
い
、
と
い
う
信
念
を
強
く
持
つ

と
い
う
結
論
を
得
ま
し
た

そ
し
て
、

「
ま
ず
自
分
の
家
か
ら

人
権
啓
発
を

一
歩
づ
っ
進
め
て
ゆ
こ

う
」
な
ど
な
ど
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
人
権
意
識
は
、
確
実
に

進
展
、
高
揚
し
て
い
る
と
喜
ば
し
い

限
り
で
す
。
今
後
も
自
分
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
き
、
一
日
も

早
い
全
て
の
差
別
解
消
を
強
く
願
う

と
共
に
、
心
の
文
化
を
高
め
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
切
に
祈
念
い
た
し
ま

す
。女

性
会
の
団
体
活
動
の
目
標
は
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
を
す
る
と
い

う
人
の
和
づ
く
り
で
す
。
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
人
権
の

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
こ
そ

の
「
女
性
会
活
動
」
を
、
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
よ
げ
ま
す
。

な
お
、
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い

人
権
標
語
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑧
⑬
⑮
⑧


平
和
な
国
は
差
別
を
な
く
す
る

家
庭
か
ら

掛
谷
支
部

稲

井

成

美

差
別
な
き
時
代
に
し
よ
う

肩
組
ん
で

掛
谷
支
部

野
上
伊
佐
子

人
権
を
守

っ
て
明
か
る
い
花
の
ま
ち

石
原
支
部

中

西

桂

子

思
い
や
り
言
う
の
は
簡
単

ま
ず
実
行

東
生
名
支
部

平
井
美
代
子

奈
津
子

坪

内

人権啓発の学習会を開催

な
く
そ
う
よ

い
じ
め
の
心

家
庭
か
ら

山
西
支
部

山
西
エ
イ
子

平
等
飾
り
言
葉
で
な
く

実
行
を

沼
江
支
部

北

野

憲

子

人
権
尊
重
豊
か
に
生
き
る
心
の
柱

横
瀬
支
部

稲
井
い
さ
お

…
第
灯
回
人
権
週
間

ロ
月
�
 
4
日
側
�
 

日
同

人
権

i
m

¥J 

・

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、

人
権
週
間
で
す
。

こ
の
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年

一
十
二
月
十
日
の
世
界
人
権
宣
言
の

一
採
択
の
日
ま
で
の
一
週
間
�
 (十
二

一
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
)
を
人
権

週
間
と
し
て
広
く
国
民
に
呼
び
か

…
け
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

人
権
は
、

一
人
ひ
と
り
が
し
あ


わ
せ
に
生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な
 

…
が
同
じ
よ
う
に
持

っ
て
い
る
権
利


で
あ
り
ま
す
。
自
分
の
人
権
を
主


…
張
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
相
手


の
人
権
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り


ま
せ
ん
。


法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、

「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
�
 

…
権
意
識
を
育
て
よ
う
」

「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
」

誰
に
で
も
で
き
ま
す
人
と
人
と
の

や
さ
し
さ
学
習

横
瀬
支
部

錦

内

妙

子

女

性

会

い

つ
も
仲
良
く
人
権
学
習

本

部

山

西

一

子

ゃ
し
な
お
う
差
別
を
見
抜
く
目
と
心

本

部

坪
内
奈
津
子

ー

「
い
じ
め
」
を
し
な
い

・
さ
せ

な
い

・
見
逃
さ
な
い
|

「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う」

「
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
」

「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
�
 …

実
現
し
よ
う
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
し
て
い
ろ
い
ろ

な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
�
 …

み
な
さ
ん、

お
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
て
、
譲
り
合
い
、
思

い
や
り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
、
争
い
の
な
い
明
る

い
家
庭
、
差
別
の
な
い
、
や
さ
し

さ
に
満
ち
た
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

地
元
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
�
 …

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
�
 …

の
方
々
で
す
。

西

岡

大

西

勝
幸
さ
ん

-

国

今
山

田
中

貫
さ
ん

・
中
山

堀
�
 
毅
男
さ
ん


-
坂

本

細

川
�
 
寛
さ
ん


MUS04
テキストボックス
女性会　人権標語　による　人権啓発活動
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第47回人権週間
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③
⑧
③
⑧
 f¥  

い
ま
す
。

A
7

人
権
の
意
識
と


人
間
性


私
は
普
段
の
生
活
の
中
で
、
「
人

権
」
と
い
う
言
葉
を
意
識
し
て
考
え

た
り
、
使

っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
人
聞
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し

γ
持

っ
て
い

る
権
利
、
日
本
国
憲

法
札
規
定
し
て
い
る
基
本
的
人
権
を

意
識
せ
ず
に
生
活
し
て
い
け
る
と
い

う
こ
と
は
あ
る
程
度
幸
せ
で
あ
り
、

守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
特
集
や
新
聞
記

事
な
ど
で
は
、
国
家
や
民
族
聞
の
争
い

の
た
め
に
、
生
き
る
と
い
う
最
低
の

保
障
を
奪
わ
れ
て
い
る
子
供
た
ち
が

報
道
さ
れ
ま
す
。
難
民
と
し
て
国
を

追
わ
れ
、
国
を
捨
て
る
人
々
、
流
浪

し
て
歩
く
間
に
は
、
権
利
な
ど
主
張

で
き
ず
に
、
食
べ
る
こ
と
だ
け
を
心

配
し
た
暮
し
が
あ
る
、
だ
け
で
す
。
自

由
で
あ
る
は
ず
の
思
想
や
宗
教
の
た

め
に
戦
い
続
け
て
い
る
、
い
ろ
い
ろ

な
利
益
の
た
め
に
奪
っ
た
り
奪
い
返

ま
た
現
実
に
地
球
上
で
毎
日
起
き
て

い
る
こ
と
で
す
。
国
は
ま
た
、
ロ
シ

ア
の
よ
う
に
大
国
で
す
ら
、
ガ
ラ
ツ

と
主
義
が
変
わ
り
、
そ
の
変
化
を
お

こ
し
た
国
民
が
よ
く
理
解
で
き
ぬ
よ

う
な
混
乱
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

報
道
さ
れ
る
画
面
に
う
つ
る
子
供

た
ち
は
、
や
は
り
生
活
す
る
こ
と
に

追
わ
れ
て
い
る
感
じ
を
う
け
ま
す
。

学
校
へ
行
き
、
教
育
を
う
け
て
い
る

風
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
を
う
け

る
権
利
を
奪
わ
れ
て
い
る
子
供
の
数

は
、
世
界
中
で
ど
の
位
い
る
の
で
し
ょ

う
。
地
球
規
模
の
視
点
で
人
権
を
考

え
る
と
矛
盾
だ
ら
け
で
す
。

で
は
、
私
た
ち
日
本
の
子
供
は
本

当
に
幸
せ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は

考
え
な
い
と
い
う
中
に
知
ろ
う
と
し

な
い
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
学
校
に
行
っ
て
、
勉

強
し
て
、
何
の
た
め
か
誰
の
た
め
か

も
よ
く
考
え
ず
に
暮
し
て
い
る
。
「
い

し
た
り
す
る
み
に
く
さ
、
こ
れ
ら
も

七
歳
か
ら
十
歳
ま
で
住
ん
で
い
ま
し

た
。
ト
ラ
ム
は
停
車
し
て
も
ボ
タ
ン

を
押
さ
な
い
と
ド
ア
が
あ
き
ま
せ
ん
。

駅
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
赤
ち
ゃ
ん
を
の

せ
た
女
の
人
を
見
る
と
、
全
然
知
ら

な
い
人
が
中
か
ら
ド
ア
を
開
け
、
ス

テ
ッ
プ
を
降
り
て
、
手
を
か
し
て
あ

げ
ま
す
。
お
年
よ
り
で
も
同
じ
で
す
。

ど
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
こ
う
と
誰

も
皆
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
し
な
く
て
、

サ
ッ
と
席
を
ゆ
ず
り
ま
す
。
雨
の
日

も
雪
の
日
も
そ
う
で
す
。
ラ
ッ
シ
ュ

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
が
子
供
心
に
も
ド
イ
ツ
語
が
話
せ

な
く
て
も
、
こ
わ
く
な
い
通
学
が
で


き
た
の
は
、
こ
の
優
し
さ
を
見
て
い


た
か
ら
で
す
。
と
同
時
に
、
子
供
も


大
人
も
何
か
し
ら
ゆ
と
り
を
持
っ
て


い
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
も
自
動
販
売


機
も
な
く
、
マ
ン
ガ
は
少
し
で
、
フ


ァ
ミ
コ
ン
も
普
及
は
遅
れ
て
い
る
そ


の
町
は
、
そ
れ
で
も
輝
い
て
見
え
ま


し
た
。
な
ぜ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

の
日
本
の
生
活
に
足
り
な
い
何

か
は
、
大
げ
さ
に
い
う
な
ら
人
間
性

局λ語s<!Ðミ~~ぬ

平成� 8年勝浦町成人式を次のとおり行います。

該当者は，ぜひご出席ください。

・日時平成�  8年� 1月2日同午前�  9時から

・場所	 勝浦町農村環境改善センター

(昨年と蛮わっていますので，ご注意ください)

・該当者	 昭和50年4月2日から昭和51年4月� 

1固までに生まれた方

〈平成� 2年勝浦中学校卒業者及び他の中学校卒

業者で町内に在住している万<12月10日現在>) 

※町教育委員会で把握している該当者には12月
上旬通知いたします。あまり華美にならない服

装でご参加ください。

・問い合わせ

勝浦町教青委員会� 

じ
め
」
と
い
う
言
葉
は
日
常
的
で
、

あ
ま
り
真
剣
に
も
な
ら
な
い
。
希
望

に
あ
ふ
れ
、
将
来
の
夢
を
語
る
と
い

う
ほ
ど
で
も
な
い
。
便
利
な
暮
し
で
文

化
的
で
、
安
全
な
国
で
あ
る
の
だ
け

れ
ど
、
何
か
が
足
り
な
い
よ
う
な
そ

ん
な
気
が
し
ま
す
。

チ
�
 ン
と
警
笛
を
鳴
ら
し
て
路
面

電
車
の
ト
ラ
ム
が
走
り
出
す
、
ス
イ

l

ス
の
パ
�
 
ゼ
ル
と
い
う
都
市
に
、
私
は

l

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間
的
な

も
の
が
、
便
利
な
機
械
の
も
の
に
な

り
、
心
の
こ
も
ら
な
い
便
利
さ
が
、

人
聞
を
機
械
的
に
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
人
間
的
で
あ
ろ
う
と
す

る
と
、

つ
ま
ず
く
の
で
す
。
ノ
ロ
い
、

カ
ッ
コ
悪
い
、
要
領
が
悪
い
、
い
い

子
ぶ
っ
て
い
る
。
私
た
ち
中
学
生
は

こ
れ
ら
を
嫌
い
が
ち
で
す
。
心
の
奥

の
底
の
方
で
は
、
人
聞
は
全
て
そ
の

人
な
り
の
良
い
所
が
あ
り
、
認
め
合

っ
て
生
き
て
い
け
た
ら
心
が
温
か
い

と
思
っ
て
い
て
も
、
集
団
か
ら
飛
び

出
し
て
、
真
面
目
に
言
う
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
で
は
、
ど

う
し
た
ら
本
当
の
意
味
で
、
人
権
を

守
り
、
守
ら
れ
る
社
会
に
な
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
子
供
一
人
ひ
と
り
、

大
人
一
人
ひ
と
り
の
全
て
の
人
が
、

こ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
大
真
面
目
に
考
え
て
、

身
近
な
所
で
、
本
当
の
心
を
口
に
出

し
て
言
う
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
、
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が

?
し
主
今
す
。

私
個
人
は
、
も
っ
と
世
の
中
の
こ

と
を
知
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
権
を

意
識
し
て
、
人
間
性
の
豊
か
な
人
に

な
る
努
力
を
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)

(1TEL 2-2511 切

団
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かたりあうページ
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勝浦の“鉄人"瀧豊水

さん(棚野)

ハワイアイアンマンレース

鉄人と瀧豊水ミさんて

どんな人?

清包さんのプロフイール

.生年月日
るノ� 

1111晶
アc:"".J

限界を知りたかった。

¥ノ ・ 抱負

A
l B A

l
l l

0

一

チ

ム

ムム

優

勝
準
優
勝 

チチ 

ムム 

2

A
l
B

1
B

1
C

l l l l

上
げ
ま
す
。

優 勝坂本�  A

準優勝山西掛A

¥f 

十

一
月
十

一
日

ω、
勝
浦

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

ジ
ボ
ー
ル 
)
大
会
が
開
催
さ

と
し
て
小

・
中
学
校
児
童
、

生
徒
約
二
百
八
十
人
が
参
加

チ

ム

準
優
勝
生
比
奈
小 

チ
 

三

チ
 

惨
元
気
い
っ
ぱ
い
選
手
{
毒
す
る
岸
上
(
坂
小
)
選
手
優
勝 

チ 

ム

三

佐 

2
C

し
、
第
三
回
勝
浦
町
青
少
年

一

三第3回勝浦町青少年健全育成
)大会

健
全
育
成
ス
ポ
ー
ツ 

(
ド
ッ

れ
ま
し
た
。
毎
試
合
好
ゲ
ー

ム
が
展
開
さ
れ
、
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

・
小
学
校
三

・
四
年
の
部

優

勝

横

瀬

小 

準
優
勝
生
比
奈
小 

チ
ー
ム

住
坂
本
小
チ 

ム

・
小
学
校
五
・
六
年
の
部

優

勝

坂

本

小

チ 

ム

三

位

l l A

準
優
勝 

チ

ム

・
中
学
校
女
子
の
部

位

生

比

奈
小 

・
中
学
校
男
子
の
部

毎
年
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
て
い
る
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
の
最
高
峰
「
ハ

ワ
イ
ア
イ
ア
ン

マ
ン
レ 
l
ス
」
に
、

昨
年
に
引
き
続
き
瀧
豊
水
さ
ん
が
出

場
し
、
年
代
別
部
門 

(
印

1
日
歳
)

で
参
加
五
十
四
選
手
中
、
六
位
に
入

る
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
は
、

水
泳
約
三

・
九
キ
ロ
、
自
転
車
約

一
八 

を
続
け
て
行
う
競
技
で
、
瀧
さ
ん
は

こ
の
レ 
l
ス
を
十
一
時
間
四
十
一
分

二
十
秒
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
惜
し

く
も
五
位
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、

こ
の
輝
し
い
記
録
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

ぜ
ひ
来
年
も
体
調
を
整
え
、
ハ
ワ

イ
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ 
l
ス
で
活
躍
さ

O

J、
マ
ラ
ソ
ン
四
二
・

一
九
五
キ
ロ

れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

昭和15年12月15日生� (54歳)

・身長�  173cm 

・体重�  70kg 

・胸囲�  95cm 

-胴閤  83cm 

-酒類

晩酌に缶ビール� l本程度

・タ� J'Iコ 月岐わない

・日課

朝� 5時30分に出勤し，夜10

時に帰宅。仕事の前後にト

レーニング。

・トライアスロンを始めた理由

特にないが，自分の体力の

ハワイアイアンマンレースで

入賞し，お立ち台に立ちたい。

…

回

谷� 
掛� 

B 名角 A 国 B 

チ

1

A

l
ム

A
の
対
戦A B A

坂
本 

チ
ー
ム
優


A

第 
9
園
地
区
対
抗

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

一
回
戦
か
ら
好
試
合
の
連
続
で
、

決
勝
は
坂
本 

対
山
西
掛

A

と
な
り
、
三
対 

で
坂
本 

が
六
年

O

A

十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
六
日
間
、
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
が
勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
三
チ 
l
ム
が
参
ノ
加
し
、
試
合
方
式

は
、
ダ
ブ
ル
ス
三
試
合
で
二
勝
し
た

チ
ー
ム
の
勝
ち
と
い
う
も
の
で
す
。 

ぶ
り
四
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

...どの試合も熱戦が繰り広げられた/

中山久 星

西

生坂

本

横
瀬
・

与
川
内

今
山

・
黒
岩

星

谷

山

西

掛

坂

本

棚ム中

山里子

MUS04
テキストボックス
坂本Aチーム優勝

MUS04
スタンプ
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一
志
ホ
ク
ラ
ブ
準
優
勝
ノ


少
年
野
球
第
ロ
回
林
新
人
大
会

新
人
大
会
に
お
い
て
、
生
比
奈
ク
ラ

ブ
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

一
回
戦
は
不
戦
勝
、
二
回
戦
は
阿

井
レ
ッ
ズ
に
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
、

出

冊

。

供

。

白

山

本

結

す

ち
フ

成

の

の

幻

叩

し

か

げ

て

光

ス

合

お

少

引

臨

す

選

す

た

法

坂

を

ま

た
・
会

り

年

守

新

ま

ら

ま

い

地

-

校

た

地

広

っ

観

一

連

て

れ

学

い

各

り

知

び

ガ

球

え

あ

中

催

下

繰

に

及

。

イ

野

た

浦

開

県

を

人

品

た

タ

半

と

ま

た

存

委

配

勝

て

め

戦

の

産

し

浦

か

う

し

い

に

行

'

し

含

熱

く

特

ま

勝

紙

こ

い

て

い

実

・

甫

い

願

し

幸

会

- _.._.

第 2回徳島県選抜少年軟式野球

-


十
月
二
十
二
日
間
、
第
十
四
回
を
校
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
三
会
場
に
お
い

一
旭
区
凋
腕
鴎
生

名
チ 

ム
優
勝

l

迎
え
た
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
て
開
催
さ
れ
、

勝浦郡みかん大会開催

-12/9・10・17-

l
ス
に
勝
利

三
回
戦
は
川
田
パ
ン
ダ 

を
お
さ
め
、
四
回
戦
は
高
志
ス
ポ
ー

d

'
す

醸
夫
企


a' o

l
ム

-..-・一一一一一一一一一一一・-.._.

を

・・→・一

E
ゾ 
l
ン

部員募集中/優 勝 生名

ツ
に
最
終
回
2
ア
ウ
ト
か
ら
逆
転
勝
、

準
決
勝
で
も
岩
倉
ポ
パ
イ
ズ
チ 

え

日

ン

川

旗

を

ん

と

比

行

ご

一

た

郡

迎

3

ウ

香

勝

郡

か

ら

生

制

の

導

チ

い

浦

一

き

ま

会

考

す

だ

じ

員

み

り

と

を

て

多

の

し

郎

た

場

ム

し

も

等

画

ブ

新

て

お

援

ば

大

船

わ

会

一

ざ

で

茸

企

ラ

汁

し

を

応

れ

ん

除

に

を

チ

め

し

椎

い

ク

つ

に

力

を

け

か

引

間

ド

県

を

少

や

思

奈

引

事

協

ム

だ

み

を

の

ラ

'

優

浦

み

た

(

民

体

指

球

て

勝

田

町

グ

は

が

勝 

'
え

ム

上

全

ご

野

し

回

日

校

ム

ム 

'
流

ら

一

シ

郡

の

年

託

2

口

学

一

一

は

清

も

チ

ス

浦

方

少

で

・

小

チ

チ

会

の

で 

4

一

勝

様

郡

夢 e

年

間

奈

加

詑

大

川

ん

催

タ

'

皆

浦

に

日

比

参

た

本

浦

し

主

イ

て

'

勝

来

叩

生

れ

勝

親

ア

し

で

将

と
対
戦
し
、
ロ
対
4
と
勝
ち
進
み
ま

し
た
。
決
勝
で
は
北
島
北
斗
七
星
に

叩
対 
3
と
惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た
が
、

見
事
準
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
「
次
は
金
メ
ダ
ル
を

十
月
二
十
九
日
に
阿
波
町
で

行

わ

目

指

す

ぞ

ノ
」
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま

れ
た
徳
島
県
選
抜
少
年
野
球
「
林
」
す
。
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
五
十
九
チ 

ム
が
六
つ

会
が
、
勝
浦
中
学
校
、
生
比
奈
小
学

の

ゾ 

l

l
ン
に
分
か
れ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

一

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会
が
十
月
十
七
日
か
ら
勝
浦

一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
十
チ 

で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

l
ム
の
参
加
に
よ
り
行

各
ゾ

ば
ら
し
い
プ
レ
イ
が
続
出
、
盛
会
の
う
ち
に

l
ン
共
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
す

わ
れ
ま
し
た
。

l

A
Nソ 

ン

A
7

〆，、、、 

A
7

山

毎
試
合
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
白
熱
し
た
ゲ

終
了
し
ま
し
た
。

ー
ム
が
展
開
さ

れ
、
決
勝
は
生

名
対
中
山
の
対

戦
と
な
り
、
生

名
が
接
戦
の
末
、 

1
対
0
で
中
山

に
競
り
勝
ち
優

勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

J 

V

C

試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

生

比
奈
ク
ラ
ブ

(A
)

準

優

勝

横

瀬 

(
B
)

優

勝

生

比

奈

ク

ラ

ブ

最
優
秀
選
手

野
神
志
帆
(
生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

優

秀

選

手

J

V
C
)

増
田
千
里
(
生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

美

馬

幸

福

瀬

岡
本
早
百
合 
(生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

前

田

優

希 

(生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

第lt回少女パレーボール
勝浦大会

準優勝 中山 ( 1 年生 ~5 年生までの男女， 女子部員歓迎) 

各チーム共，部員不足に悩んでいます。

楽しく野球をして，みかん大会に一緒に出場しませんか /

各チーム監督までご連絡ください。

〈連絡先〉 坂本ファイターズ 大谷高由 2 -4079 

勝浦タイガース 横尾伸市 2 -3381 

生 比 奈クラブ近藤茂芳 2 -4363

山

西

掛

生

名

横

瀬

棚

野

専
門
学
校

坂

本

由

，

色

パ

回

星

谷

中

山

MUS04
テキストボックス
第14回バレーボール勝浦大会

MUS04
テキストボックス
第2回徳島県選抜少年軟式野球　勝浦郡みかん大会開催地区対抗軟式野球大会　生名チーム優勝

MUS04
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L 

年末年始の


第
日
回
勝
浦
郡
駅
伝
大
会

ま
ず
、
一
区
で
飛
び
出
し
た
勝
浦 

A
を
福
原 
A
が
追
う
展
開
で
ス
タ
ー

ト
。
三
区
で
福
原 
A
が
逆
転
。
再
ス

タ
ー
ト
の
四
区
で
は
、
高
鉾 
A
を
勝

浦 
E
と
勝
浦 
C
、
勝
浦 
G
が
追
う
展

開
と
な
り
、
終
盤
追
い
上
げ
た
勝
浦

A
が
福
原 
A
を

一
秒
差
で
お
さ
え
優

勝
、
勝
浦 
C
も
三
位
に
入
り
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈総
合
成
績
〉

一

位

勝

浦

A

1
時
間
日
分
9
秒 

十
一
月
十
八
日
、
上
勝
町
傍
示
で

開
催
さ
れ
た
勝
浦
郡
中
学
校
駅
伝
大

会
に
、
郡
内
三
中
学
校
か
ら
十
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
七
区
間
(
十
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)
を
七
十
名
が
タ
ス
キ
リ

レ
ー
を
し
ま
し
た
。

l

収容面積
人数室 名

(ば) (人)

多目的ホール� 

B B G A C A

二

位

福

原 

1
時
間
日
分
叩
秒

三

位

勝

浦 

1
時
間
日
分
泊
秒

四

位

高

鉾 

五

位

勝

浦 

六

位

勝

浦 

七

位

勝

浦

八

位

勝

浦 

九

位

高

鉾 
DB

十

位

福

原 

E

-
実
施
期
間

平
成
七
年
十
二
月
十
日
同
か
ら

平
成
八
年
一
月
十
日
同
ま
で
の

三
十
二
日
間

-
運
動
の
重
点

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

・
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン


ゆ
ず
り
あ
う
心
が
か
よ
う


阿
波
の
道


こ
の
時
期
は
、
年
末
年
始
を
控
え
、


諸
々
の
経
済
活
動
が
活
発
に
展
開
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
に
お
け
る
交 

環撤善センターから
去
る
十
一
月
十
一
日
と
十
二
日
の

一
一
日
間
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

開
設
五
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
町
民
菊
花
展
・
お
茶

・
文
芸

作
品
展
を
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
二

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
俳
句

・
短
歌
、

川
柳
な
ど
の
作
品
を
ご
出
展
い
た
だ

い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。
改
善
セ

ン
タ
ー
で
は
、
年
間
延
二

万

一
千
人
余
り
の
方
々
か
ら
ご
利
用

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
開
設

五
周
年
を
期
に
な
お
一
層
大
勢
の
方

に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

施
設
の
概
要

(
別
表
)
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
ど
う
か
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
組
合
か
ら

苗
木
の
申
込
み
受
付

来
春
、
植
林
及
び
補
植
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
杉
・
桧

・
ク

ヌ
ギ
等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

植
林
予
定
地
が
台
帳
・
現
況
と

も
山
林
の
場
合
、
ま
た
、
農
地
で

農
業
委
員
会
発
行
の
農
地
転
用
許

可
証
の
あ
る
場
合
は
、
造
林
補
助

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
森
林

組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
の
第
一
回
稼
勢
山
展
同
様
大
勢
の

方
々
の
ご
鑑
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
時
期
が
種
々
の
都
合

で
適
期
に
開
催
で
き
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
立
派
な
菊
を
ご
出
展

通
状
況
も
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

例
年
十
二
月
は
、
年
平
均
よ
り
交

通
事
故
発
生
件
数
、
死
者
数
と
も
高

い
発
生
率
を
示
す
な
ど
、
一
年
を
通

し
て
最
も
交
通
環
境
の
厳
し
い
時
期

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
県

民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
社
会
の
う
え

で
果
た
す
べ
き
義
務
を
自
覚
し
、
交

通
ル 

ル
を
道
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
、
ぎ
、

年
末
年
始
を
安
全
に
迎
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

(
電
話
二 
|
一
二
三 

O
O
)

年
末
特
別
警
戒
の
実
施


十
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
の

問
、
午
後
八
時
に
全
町
一
斉
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
、
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
多
発
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
各
地
域
で
巡
察
を
行
い
、
町

内
か
ら
火
災
を
発
生
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
た
め
の
箸
戒
体
制
に
入
り
ま
す
。

火
災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き
い

ば
か
り
か
、
人
の
命
に
か
か
わ
る
こ 

と
で
す
。
も
し
も
、
あ
な
た
の
家
が

火
元
と
な
れ
ば
、
隣
近
所
に
多
大
な

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

毎
日
そ
の
場
、
そ
の
場
で
火
を
出

さ
な
い
注
意
が
肝
心
で
す
。

そ
の
注
意
は
、
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「火
を
防
ぐ
の
は
あ
な
た
で
す
」

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

511 5∞ 
ω 30実習室�  

30相談室�  10 

保健室�  33 30 

健康� I首進室� 54 30 

会議室(和室) ω 50 

農事研究室� 54 35 

事務室等�  41 

ロビー �  356.3 
(その他吉む)


計
 1.199.3 685 

¥ J  

回

i善
ロ
月初

日
日 

i

mm

勝
浦
町
森
林
組
合
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12月31日か ら� 1月3日ま での� 4日間，

年末年始のため休業いたします。休業

期間中は，フェンスにゴミを出さない

でください。

年末はゴミが集中しないよう計画を

立て，ごみ収集業務にご協力ください。

ゴミ収集業務休業のご案内

捨

τる
ゴ
ミ 

も
生
か
せ
ば
資
源


T

~月あき缶回収日程表


回収日 地 区 場 所� 

第 石原 桜建設事務所

沼江 沼 江 集 会 所

月 掛谷

曜 山西

日� 中 角
( 4日)

掛谷集会所前�  
J A 生比奈支所保冷庫前
(果樹試験場上り口)

農村婦人の家

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横 と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ

れ
た
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑨
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別

し
て
く
だ
さ
い

⑨
ピ
ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど

缶
以
外
の

物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除


い
で
く
だ
さ
い

⑨
あ
き
缶
に
は

ス
チ
ー
ル

・
ア
ル

ミ
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、
次
の
こ

第

月
曜
日� 

(11日)

山

岩

谷

山

ム
7

黒

星

中

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口(小屋の横)

川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 詰 所 横

第

月

(18日) 。

f¥  

。

生名 東林庵

島豆腐屋さん前

久国 久国集会所裏

曜 棚野 河川敷ゲートボール場横

日� パチンコ庖前道路南側

大井堰碑の前

横瀬 前川集会所

第 勝浦郡農協本所

四

月

曜

イシ 広瀬清さん宅東

ク 小倉新平さん宅前三叉路

旧農協跡地

日� 与川内 勝浦郡農協与川内出張所

(25日) 坂本 勝浦郡農協坂本事業所横

消防詰所横

み
ん
な
で
犬
告
の
な
い
ま
ち
じ


犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
か
み

れ
家
で
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月

つ
か
れ
た
り
し
て
被
害
を
受
け
て
い

広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
引
き

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
飼

取
り
日
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

い
犬
が
人
に
か
み
つ
き
、
被
害
を
与

④
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

え
た
場
合
に
は
、
飼
い
主
の
責
任
と

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被
害
を
未
然

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

に
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

絡
く
だ
さ
い
。

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
捕
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行

つ

①

犬

は

つ

な

い

で

飼

う

放
し
飼

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

。

、
お

。

(
二
|
二
五

。

固

い
の
犬
が
捕
か
く
さ
れ
た
場
合
、

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

野
犬
と
し
て
処
分
さ
せ
て
い
た
だ

し
く
だ
さ
い
。

き
ま
す

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見

②
散
歩
は
つ
な
い
で
行
い
、
フ
ン	

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

の
後
始
末
等
、
マ
ナ
ー
を
守
る

一
一
)

で
受
け
付
け
て

③

犬

を

捨

て

な

い

飼
い
犬
が
不

い
ま
す
。

要
と
な

っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

不用犬
買上げ制度の
廃止について

現在，実施され

ています 「不用犬

買上制度」は，平

成8年4月から廃

止されます。

なお，不用犬は

従来どおり引き取

りますので，毎月

広報でお知らせし

ている「不用犬引

き取り日」に持っ

て来てください。

不用犬の
引き取り日

犬の放し飼いは

やめましょう。

12月� 7日(木)� 
12月14日休)� 

※12月14日(木)は今年の

不用犬買い上げ日の

最終日 となります。

MUS04
テキストボックス
捨てるゴミでも生かせ場資源　ゴミ収集業務休業のご案内

MUS04
テキストボックス
みんなで犬害のないまちに

MUS04
スタンプ



生
比
奈
小
学
校
二
年
生

十

一
月
九
日
、
生
比
奈
小
学
校
二

年
生
三
十
四
名
の
元
気
な
子
供
た
ち

が
、
森
下
先
生
の
引
率
で
来
館
。

圏直唇 

期間 12月20日から

1月16固まで

場所 勝浦町図書館  2階

郷土資料展示室

年末から年始にかけて恒例と

なっている間芸展が，本年も出

品者のご協力によって開催する

ことになりました。

年と共に出品者の作品も目を

みはる物がi曽え，今年はどのよ

うな作品が出品されるかと期待

に胸をふくらませています。趣

昧と実益を兼ねた陶芸教室の成

果をぜひごらんください。 

子
供
た
ち
の
純
朴
な
質
問
に
説
明

も
へ
き
易
す
る
こ
と
再
三
。
二
時
間
余

り
図
書
室
、
郷
土
資
料
展
示
室
、
勝

「
三
万
さ
つ
ぐ
ら
い
あ
る
�
 
」

美
展
を
興
味
深
く
観
察
。
図
書
、
ビ

デ
オ
を
思
い
思
い
に
借
り
て
意
気
揚

々
と
帰
ら
れ
ま
し
た
。

職
員
た
ち
も
久
し
ぶ
り
に
童
心
に

ふ
れ
、
心
地
よ
い
一
時
を
過
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

い
ら

っ
し

ゃ
い
。

o

l

口

9
4
n

守
口

-
A

u
 

、-../

う
さ
ん
は
、

つ
山
門
口
・
�
 

l

¥J

図
書
か
ん
の
見
学

ま
つ
本
か
ず
の
り

き
の
う
、

二
年
生
の
み
ん
な
で
、

パ
ス
に
の

っ
て
図
書
か
ん
に
行
き
ま

し
た
。
行

っ
た
ら
す
ぐ
に
、
図
書
利

用
カ
ー
ド
が
な
い
人
と
な
く
な

っ
た

ど
ろ
い
て
い
ま
し
た
。

つ
、
ぎ
に
、
二
か
い
に
行

っ
て
絵
を
見

ま
し
た
。
ぜ
ん
ぶ
き
れ
か
っ
た
け
ど
、

と
く
に
コ
カ
コ

l
ラ
の
絵
が
気
に
入

り
ま
し
た
。
ち
が
う
へ
や
に
行
く
と
、

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
の
歯
の
化
石
や
、
本

も
の
の
や
り
と
か
が
あ
り
ま
し
た
。

か
ん
ち
ょ
う
さ
ん
が
ケ

l
ス
か
ら
や

り
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は

き
れ
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

も

っ
て
み
る
と
す
ご
く
お
も
か
っ
た

で
す
。
帰
り
に
み
ん
な
に
ノ
�
 ト
を

く
れ
ま
し
た
。
図
書
か
ん
の
見
学
は
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
お

人
は
、
図
書
利
用
カ
�
 ド
を
作

っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
か
ん

ち
ょ
う
さ
ん
が
、
図
書
か
ん
の
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
本
の
数
は
、
い
く
つ
あ
る
ん
で
す

か
。
」

と
し
?
も
ん
し
ま
し
た
。
か
ん
ち
ょ

図
書
か
ん
の
み
な
さ
ん
ヘ

よ
し
お
か

ち
か

こ
の
あ
い
だ
は
、
見
学
さ
せ
て
く

れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
図
書
か
ん
に
行

っ

た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
、
行
く
前
は

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
行

っ
て
み
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
本
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
の

で
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
デ

オ
や
�
 

ま
で
あ

っ
た
の
で
も

っ
と

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
図
書
か
ん
で
は

じ
め
て
じ
ぶ
ん
の
図
書
利
用
カ
�
 ド

が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た

で
す
。
本
を
か
り
で
す
ぐ
読
ん
だ
ら

と
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。
ま

だ
ほ
か
に
も
い

っ
ぱ
い
お
も
し
ろ
そ

う
な
本
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二

か
い
に
は
き
れ
い
な
絵
が
あ

っ
た
り
、

化
石
や
む
か
し
の
お
金
が
あ

っ
た
の

で
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
図
書
か

ん
は
本
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
あ
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
図
書
か
ん
の
み
な
さ
ん
、

い
ろ

い
ろ
し
ん
せ
つ
に
し
て
く
れ
て
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑧
⑧
⑨
③
③
⑨


木
彫
り
・
ち
ぎ
り
絵
展
示
会

九
月
十
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で


図
書
館
二
階
で
展
示
し
、
町
内
外
か

6
日

-
目


ら
多
数
の
方
々
が
観
賞
く
だ
さ
い
ま


し
た
。
厚
く
わ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


C
D

l

m

日
・初
日
・
訂
日

・
1
月

1
日
・

m

日
-

回

こ
の
た
び
、
出
品
者
の
山
口
県
美

祢
市
在
住
の
岡
さ
ん
よ
り
礼
状
が
参

安
休
館
日
(月
曜
日

・
年
末

・
年
始
)
�
 

4
日
・日
日

・四
日

・お
日
�
 -m

り
ま
し
た
の
で
、
紙
面
を
借
り
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

個
展
を
あ
り
が
.と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
四
十
日
の
長
期
間
、
私
共
の
未

熟
な
作
品
を
当
勝
浦
町
図
書
館
に
展

示
し
て
い
た
だ
き
、
数
多
く
の
町
民

の
皆
様
と
県
内
各
地
よ
り
の
同
好
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
か
げ
様
で
多
く
の
皆
様
か

ら
の
励
ま
し
と
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

今
後
の
創
作
活
動
の
貴
重
な
指
針
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
老
後
の
生
甲

斐
と
し
て
今
後
も
体
力
の
続
く
か
、ぎ

り
こ
の
道
に
精
進
し
て
行
く
覚
悟
で

す
。末

筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
遠
隔
地

に
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
出
品
者

と
し
て
行
き
届
か
ぬ
こ
と
が
数
多
く

あ
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

山

口

県

岡

清

美

図
書
館
行
事
と
休
館
日

女
陶
芸
展

図
書
館

2
階

初
日

1
1月
日
日

女
映
画
会

今
月
は
お
や
す
み
し
ま
す
。

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日
�
 

MUS04
テキストボックス
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I
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ぴ
っ
ち
�
 勘九底

W

r"、

/"'¥、

h7

松
並
武
夫
・

夫
に
従
い
子
と
必
需
品
積
み
疎
開
せ

し
こ
の
勝
浦
に
悔
な
く
生
く
る

棚

野

田

中

茂

子

〈
評
〉
疎
開
と
い
う
か
ら
戦
時
中
に

勝
浦
へ
引
っ
越
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
戦
争
が
終
っ
て
も
勝
浦
町

民
と
し
て
と
ど
ま
り
「
勝
浦
に
悔
な

く
生
く
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
勝
浦

町
は
こ
ん
な
人
こ
そ
大
事
に
し
て
あ

げ
た
い
人
だ
。

受
話
器
よ
り
旅
行
の
母
の
声
が
す
る

を
抱
か
れ
し
孫
は
耳
す
ま
せ
い
る

沼

江

森

脇

光

子

〈
評
〉
わ
嫁
さ
ん
が
旅
先
か
ら
家
に

電
話
を
か
け
て
き
た
の
だ
。
お
パ
ア

ち
ゃ
ん
に
孫
を
頼
ん
で
旅
行
に
出
た

お
母
さ
ん
な
の
だ
。
受
話
器
か
ら
洩

れ
聞
こ
え
る
母
の
声
に
耳
す
ま
せ
て

聴
い
て
い
る
お
孫
さ
ん
の
表
情
が
見

え
る
よ
う
だ
。

息
子
よ
り
手
渡
さ
れ
し
保
険
証
は
亡

夫
の
名
前
が
消
さ
れ
て
い
た
り

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

〈
評
〉
保
険
証
に
書
か
れ
て
い
た
夫

の
名
が
、
夫
の
死
亡
に
よ
っ
て
消
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
淋
し
さ
を
感

じ
て
い
る
作
者
。
「
息
子
よ
り
手
渡

さ
れ
し
」
と
い
う
の
だ
か
ら
夫
も
作

者
も
息
子
さ
ん
の
扶
養
家
族
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ひ
V
O膝

折
り
て
同
じ
回
線
で
問
い
く
る
る

優
し
き
ナ
|
ス
よ
ベ

ッ
ド
の
夫
に

沼

江

森

脇

ア

ヤ

子

〈
評
〉
入
院
し
て
い
る
夫
は
ベ
ッ
ド

に
寝
て
い
る
。
そ
の
夫
の
低
い
目
線

に
合
わ
す
た
め
に
看
護
婦
さ
ん
が
膝

を
折
っ
て
話
し
か
け
て
く
れ
て
い
る

の
だ
。
立
っ
た
ま
ま
で
患
者
を
見
下

ろ
さ
な
い
こ
の
思
い
や
り
が
う
れ
し

3

0
色
づ
き
し
銀
杏
と
萩
を
低
く
活
け
ウ

イ
ン
ド
ケ
ー
ス
に
秋
を
添
え
た
り

横

瀬

岡

本

富

久

恵

〈
評
〉
銀
杏
や
萩
を
い
け
る
こ
と
は

お
花
の
世
界
で
は
珍
し
い
こ
と
ら
し

く
、
ウ
イ
ン
ド
ケ

l

出
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
秋

を
添
え
た
り
」
が
生
き
た
。

行
カ
バ
ン
に
吾
が
名
を
記
せ
り

立

川

堀

梅

子

い
が
、
こ
こ
で
は
華
道
と
は
関
係
な


ス
に
秋
と
い
う


季
節
感
を
盛
る
た
め
の
効
果
的
な
演


ロ
ー
マ
字
を
孫
に
習
い
て
新
し
き
旅

運
動
会
は
中
止
と
な
り
て
校
庭
に
万

国
旗
は
五
色
の
雫
を
垂
ら
す

横

瀬

日

下

克

子

高
齢
者
の
自
覚
な
ど
い
ま
だ
な
き
人

に
敬
老
会
の
通
知
が
届
く

棚
野

一
楽

靖

子

炎
ゆ
る
陽
に
草
も
萎
え
た
る
道
を
行

く
ズ
ボ
ン
の
裾
を
貼
り
つ
け
な
が
ら

横

瀬

比

留

間

一

あ
ま
り
に
も
清
ら
か
な
れ
ば
白
菊
に

げ
が械

れ
タ
タ
き
手
触
れ
る
を
た
め
ら
う

棚

野

島

つ

と

む

慰
問
文
送
り
し
人
の
名
老
友
新
聞
の

紙
上
に
見
つ
け
戦
後
は
る
け
し

坂

本

浦

山

登

代

清
々
し
風
吹
き
ゆ
け
ば
私
憤
一
つ
誘

わ
る
る
ご
と
秋
空
に
消
ゆ

棚

野

殿

川

早

苗

右
の
手
の
糊
帯
の
わ
け
聞
か
れ
い
で

「
勉
強
し
す
ぎ
」
と
笑
い
て
答
う

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

お
隣
り
の
家
壊
さ
れ
て
星
の
降
る
空

い
っ
ぱ
い
が
わ
が
も
の
と
な
る

横

瀬

桜

木

千

代

子

夕
空
の
茜
に
映
ゆ
る
ふ
る
里
に
夏
の

別
れ
の
遠
き
雲
み
る

横

瀬

谷

翠

山

点
滴
も
酸
素
も
や
っ
と
外
さ
れ
て
秋

の
夜
長
を
妻
と
看
護
れ
る

中

山

山

下

一房
雄

丹
精
の
菊
が
見
頃
と
呼
び
く
る
る
耳

に
や
さ
し
き
受
話
器
を
置
き
ぬ

横

瀬

広

安

美

枝

子

カ
レ
ン
ダ
ー
に
メ
モ
し
て
芸
能
会
を

待
っ
さ
さ
や
か
な
れ
る
老
い
の
た
の

し

み

横

瀬

林

と

み

え

「
お
元
気
で
」
と
の
挨
拶
は
老
い
人

祖
父
が
詠
み
�
 も
変
ら
ぬ
稼
勢
山
の

の
自
然
の
言
葉
ま
こ
と
の
言
葉

沼

江

斎

藤

重

子

一
夏
の
生
は
か
な
し
も
早
緑
の
和
紙

す漉
き
し
ご
と
羽
根
も
つ
蝶
の

生

名

柳

田

末

子

大
切
な
も
の
は
た
だ
な
り
金
の
な
い

私
に
今
朝
の
空
気
が
�
 ま
い

棚

野

田

中

久

子

新
名
所
は
み
ど
り
静
ま
る
森
の
中
恐

龍
の
ふ
る
さ
と
い
ま
蘇
る

横

瀬

錦

内

常

一

秋
ふ
か
く
音
さ
え
勝
る
滝
つ
瀬
に
う

た
で
吹
き
添
う
峰
の
松
風

棚

野

谷

新

太

郎

ベ
ラ
ン
ダ
の
巣
を
失
い
し
蜂
の
群
は

秋
深
む
日
々
を
喪
に
服
す
ご
と

中

山

吉

田

邦

忠

汗
染
み
し
装
具
し
ま
い
し
病
室
の
扉

開
く
た
び
事
故
手
繰
り
寄
す

横

瀬

平

山

美

千

江

麦
飯
の
食
に
も
馴
れ
し
日
々
な
れ
ど

医
師
の
言
葉
を
思
い
出
し
お
り

中

山

谷

尻

松

雄


勝
浦
川
の
幾
千
万
と
も
知
れ
ぬ
石
み


な
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
顔
も
つ


棚
野

幸
山

美

好


猛
暑
に
も
耐
え
て
伸
び
た
る
芋
づ
る


は
掘
れ
ば
大
き
な
芋
が
顔
出
す


中

山

栗

城

絹


横
瀬
橋
は
架
け
替
え
近
き
か
古
い
家


新
し
い
家
も
壊
さ
れ
て
ゆ
く


棚

野

広

松

ハ

ル

ノ


神
々
の
御
許
に
仕
え
秋
祭
に
今
年
も


舞
え
り
神
子
の
鈴
振
る


棚

野

英

A
7

見

⑧
⑨
⑨
⑥
⑧
⑧


二
|
コ
二

六
六
番
 

一係協…



T
E
L

松
は
枯
れ
ゅ
く
を
寂
し
む

棚

野

平

岡

和

一

〈注
〉

こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

短
歌
専
門
誌
の
歌
壇
と
は
ち
が
い
、

広
報
紙
と
し
て
の
広
く
町
民
の
投
稿

作
品
を
掲
載
す
る
も
の
で
す
。
従

っ
て
専
門
歌
誌
的
な
む
つ
か
し
い

選
評
は
避
け
、
町
民
の
方
々
が
楽

し
く
読
め
、
誰
で
も
投
稿
で
き
る
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
投
稿

作
品
は
全
部
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
方
々
の
ご
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(
松
並
)
�
 

十
二
月

五

日

締

切

川

柳

一
人

一
句

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

平
成
八
年

一
月
五
日
締
切
り

俳
句

一
人
二
句

宛

先

生

名

丸

山

香

月

※
俳
句
投
句
宛
先
変
更
に
つ
い
て
お

知
ら
せ

次
回
よ
り
俳
句
は
、
生
名
の
丸
山
香

月
(
良
章
)
様
に
お
世
話
を
し
て
い
た


だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く


お
願
い
し
ま
す
。
�
 

※
文
化
協
会
文
芸
部
よ
り
の
お
知
ら
せ


文
芸
集
「
か
つ
う
ら
」
第
三
集
残


部
が
あ
り
ま
す
。
ご
入
用
の
方
は
中
田


(二
|
四
五
八
三
)
へ
お
問
い
合
せ
く


だ
さ
い
。
一

冊
五
百
円
で
す
。


固

MUS04
テキストボックス
かつうら歌壇

MUS04
テキストボックス
次回作品募集

MUS04
スタンプ



必参考予⑧� 

akl1a:0l1金康� 

にノ

にノ

R-
'し
中
広
�
 l
u
よ
惨7
。

12月の保健行事 お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

<ff~ 振動障害健康診断

労働省では，振動業務の範囲として，次に掲げ

る振動工具を取り扱う業務を規定しています。

①さく岩機

③鋲打機 ④ コーキ ンクh ンマー

⑤ハンドハンマー ⑥ベビーハ ンマー

⑦コンクリートブレーカー ⑥スケーリ ングハンマー

⑨サ ンドランマー ⑩チェンソ ー

⑪フゃッシ ュクリーナー ⑫エン ジン カ� yター

⑬携帯用木材皮はぎ機 @携帯用タイタ ンパー

⑮携帯用研削盤 ⑬スイン グ研削盤

⑪卓上用研削盤 ⑬床上用研削盤� 

⑬1から18までに掲げる振動工具と類似の振動を

身体局所に与えると認められる工具

日 日程 内� n合.，. 受付時 間 場 所 女す 象 者
持参する

もの� f也� 

7 木� 13 :30~15:00 棚野集会所�  

自又 住 民 健康手帳� 

8 金� 13 :30~15:00 
今山ふれあい

交流館

11 月� 
健 康 相 談

9 : 30~ 1l :00 生名センター�  

12 火� 13: 30~15: 00 横瀬集会所

13 水� 
百日咳， ジフテリア，破傷風

三 種混合予防接種
13 : 30~ 1 5:30 

農村環境改善� 

セ ン ター�  

生後� 3 ~90月
• 1期初回...生後� 3 ~ 12月 

までに� 3回接種
1期追加・・・1期初回接種
13量 12~ 18月後に 1 回f姿:手重 

母子手帳

予診票

予防接種手帳� 

14 木 健 康 キ目 三ロκ33~ 9 : 30~ 1l : 00 掛谷集会所 自主 住 民 健康手11長� 

15 金� 1 歳 児健康診査�  13:30~14:00 勝浦病院�  
H 6 .9 .1 ~12. 31までに� 

生まれた子
11母子手 長

20 JJ<. 健 康 キ目 圭ロ火グ叉� 1 0 : 00~ 1l :30 勝浦会館 自主 住 民 健康手帳� 

22 金 手L 児 健 康 診 査� 1 3 : 30~ 14 : 30 勝浦病院�  
H 7 .4 .1 ~10. 31までに

生まれた子
母子手帳

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
巡
回
検
診
の

結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
実
施
し
ま
し
た

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
巡
回
検
診
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
診
者
数
二
ハ

一
人
で
、
異
常
な
し

一
五
七
人
、

要
精
密
四
人
で
し
た
。
な
お
、
要
精
密
の
人
に
は

す
で
に
通
知
を
し
ま
し
た
が
、
異
常
の
な
か
っ
た

人
に
は
通
知
を
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
で
は
パ
各
愛
育
班
単
位
で
総
合
健
診
や
地

区
巡
回
で
検
診
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
未
受

診
の
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
年
結

核
新
患
者
が
出
て
い
ま
す
。
年

一
度
は
必
ず
検
診

を
受
け
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
�
 

カ
ゼ
症
状
が
長
引
く
と
き
は

医
療
機
関
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う

結
核
は
、
か
な
り
進
行
し
な
い
と

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
期
症

状
は
、
セ
キ
な
ど
の
カ
ゼ
症
状
に
似

て
い
る
た
め
、
単
な
る
カ
ゼ
と
思
わ

れ
、
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

カ
ゼ
が
流
行
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
が
、
セ
キ
や
微
熱
が
出
て
、
体
が

だ
る
い
な
ど
の
状
態
が
長
引
く
よ
う

な
と
き
は
、
医
療
機
関
で
必
ず
受
診

県
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
の
予

定
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
十
二
月
五
日
ま
で
に
役
場
環
境

衛
生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�
 

(役
場

2
1
2
5
1
1
)
 

①
健
康
診
断
実
施
予
定
時
期
・.. 

平
成
八
年

一
月

1
二
月
の
間
�
 

②
健
康
診
断
実
施
機
関
・・・
各
保
健
所

③
対
象
者
・
・・

:・

へ
通
知
い
た
し
ま
す
。

困� 

さ
き
に
掲
げ
た
振
動
工

具
を
使
用
す
る
人

④
そ
の
他

み
に
従
事
し
て
い
る
者
)
に
つ
い

て
は
、
林
業
木
材
製
造
業
労
働
災

害
防
止
協
会
徳
島
県
支
部
か
ら
案

内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申

込
み
は
不
要
で
す
。
�
 

※
な
お
、
詳
し
く
日
程
等
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
受
診
申
込
み
を
さ
れ
た
方

こ
の
健
診
は
、
振
動
工
具
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
起
る
病
気
の
早
期
発

見
と
早
期
治
療
を
目
的
に
行
う
も
の
で

す
。

ハ ンマークー②チ ッピン

林
業
労
働
者
(
林
業
の

MUS04
テキストボックス
HEALTHY　LIFE　みんなの健康

MUS04
スタンプ
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ぬ
u
w
十
傘
"招
芝

-z
，

h
F

H

と
お
り
で
す
。

A
7

r--.， 

第
五
回
健
康
・
福
極
ま
つ
り


&
勝
浦
映
画
祭


十
月
二
十
八
日
出
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
健
康
や
福

祉
に

つ
い
て
町
民
総
ぐ
る
み
で
考
え

て
も
ら
い
住
み
よ
い
ま
ち
‘
つ
く
り
を

図
ろ
う
と
い
う
目
的
で
、
第
五
回
健

康

・
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町

民
四
百
五
十
名
余
り
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

川
口
幸
一
勝
浦
町
長
、大
井
儀
社
会

福
祉
協
議
会
々
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

福
祉
等
に
貢
献
が
あ

っ
た
方
々
に
表

彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
釆
賓
の
岡
本
富
治
県
議

会
議
員
、
蔀
源

一
町
議
会
議
長
、
浜

田
行
雄
小
松
島
保
健
所
保
健
予
防
課
長

か
ら
健
康
や
福
祉
の
重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
原
田
喜
八
郎
さ
ん
か
ら
「
こ

れ
を
励
み
に
今
後
も
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
謝

辞
が
あ
り
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

特
別
講
演
と
し
て
「
食
と
笑
顔
と

心
の
持
ち
方
」
と
題
し
神
谷
料
理
研

究
所
々
長
神
谷
信
特
先
生
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
谷
先
生

az

福
祉
等
に
貢
献
さ
れ
た
方
均
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

-

熱
心
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
神
谷
先
生
�
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ヌ
で
汗
を
流
す
参
加
者

は
「
人
に
良
い
と
書
い
て
ρ

食
�
 と

読
む
。
・
お
い
し
く
食
べ
て
快
適
に
生

き
よ
う
」
と
参
加
者
に
快
適
生
活
を

呼
び
か
け
、
栄
養
学
的
知
識
を
日
常

生
活
と
結
び
つ
け
て
軽
快
に
語
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
生
活
の
基
本
で
あ
る

食
の
大
切
さ
を
強
調
。
食
が
及
ぼ
す

健
康
や
精
神
状
態
へ
の
影
響
に
つ
い

て、

具
体
的
な
栄
養
素
の
種
類
を
挙

げ
な
が
ら
話
さ
れ
た
り
、
勝
浦
特
産

の
す
だ
ち
が
美
容
と
健
康
に
よ
い
な

ど
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
終
始
楽
し

く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
、
元
気
の
出
る
話
と
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
勝
浦
映
画
祭
「
パ
ッ

チ
ン
し
て
/・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
上

映
さ
れ
、
高
齢
化
社
会
に

つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

映
画
の
後
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
設
置
し
た
健

康
相
談
、
福
祉
相
談
、
介

護
相
談
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
勤
労
者
体
育
館
で

は
、
健
康
運
動
指
導
士
、

正
木
香
都
子
先
生
指
導
に

よ
る
健
康
体
操
や
軽
快
な

リ
ズ
ム
に
の

っ
て
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
を
行
い
、
こ
こ
ち

よ
い
汗
を
流
し
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

表
彰
並
び
に
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の

表
彰
状
及
び
感
謝
状
贈
呈
者

-
勝
浦
町
長
表
彰

(敬
称
略
)

今

山

植

定

男

黒

岩

岡

福

一

坂

本

津

源

一

横

瀬

新

ツ
ル
ヱ

・
勝
浦
町
長
感
謝
状


中

角

久

保

定

雄


棚

野

原

田

喜

八

郎


生

名

平

井

力


坂

本

仙

才

清


山
西

大

島

治


坂

本

新

居

福

江


沼

江

大

井

冨
士
美


・
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

中

山

寒	

川

源

八

�

 

山

山

村

博

A
7

開野本野

黒

岩

小

西

文

市

棚
野

一

楽

友

次

黒

岩

山

崎

ヨ

シ
子

横

瀬

向

井

ア

サ

子

・
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

横

瀬

定

作

義

宏

横

瀬

丑

若

英

成

棚

野

滝

花

守

横

瀬

新

開

ツ

ル

ヱ

横

瀬

平

山

美

千

江

中

山

北

内

隆

重

中

山

定

作

和

明

中

山

溝

内

昭

正

黒

岩

岡

本

芳

雄

沼

江

谷

内

重

一

中

山

前

田

旭

子

山

大

久

保

君

子

勝

浦

郵

便

局

中
角
勝
浦
建
設
郎
岡
本
照
男
�
 

健
康
福
祉
ま
つ
り
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
愛
育
班

の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

hv

回

MUS04
テキストボックス
第五回健康・福祉まつり＆勝浦映画祭

MUS04
スタンプ
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[画jj iJJ選] [~] [言;:; jJJ言;: iJ11言::

ゐ・酒を?飲ù機会が多~ 1季節にJj:IJJLた。

について考えてみJLclラ。

、----'� 

2 、� 

お酒の入り口はひとつO お酒を友として天国に行くか，

それとも地獄に行くか。それを選ぶのはあなたしだい。

そこで，上手にお酒を飲むコツを一一。� 

一日の酒量は，日本酒な 両日

ら2合・ビールなら大 2 A 
本・ウイスキーなら水割 J~(tJ・l
りダブル2杯まで 戸心~~l
が限度。 ぽ匂tJ~' 

1

~ 

¥ノ� 

5 

9悪酔い二日酔いの

4 

6すきっ腹で飲まない。

また，飲みながら

食べすぎないo ̂  

協fm 
8帰宅時間を決めてお (，'.e _ 

き，時聞がきたら . f.ケ7~ 4.

いさぎよく帰る。� AJJ?《� ¥3

臼白匂イネ

て出社する。二日酔い

よる欠勤は，アルコ

ール依存症への

第一歩と知る。

国保税は，被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」ではありません。

被保険者となる月とは，職場の健康保険をやめたとき，あるいは他の市区町村から転入して住み始めたときなどです。

回

週』こ 2日以上の

休肝日をつくる。

MUS04
テキストボックス
国保と医療費　お酒を飲む機会が多い季節になりましたお酒とのつきあい方　について考えてみましょう

MUS04
スタンプ
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C

3

斗

0

平
成
八
年
四
月

一
日
か
ら
保
育
所

へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
説
明

会
を
、
次
の
日
程
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
初
め
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

〔入
所
説
明
会
〕

日

時

十

二
月
二
十

一
日
附

午
後
七
時
か
ら

場
所
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

二
階
和
室

当
日
、
都
合
で
出
席
で
き
な
い
方

は
、
各
保
育
所
で
申
請
書
等
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

生
比
奈
保
育
所
九
十
人

〔申
請
書
受
付
日
程
及
び
手
続
〕

横

瀬

保

育

所

百

人

・
受
付
日
時	

-
入
所
で
き
る
要
件


一
月
八
日
か
ら
十
日
の
午
前
八
時

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、


三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

勝
浦
町
保
育
所
入
所
措
置
条
例
に
基


-
受
付
場
所	

づ
き
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
で
な
け

各
保
育
所
・
役
場
住
民
福
祉
課

・
{
疋
ロ
貝

沼
江
保
育
所

三
十
人

入
所
説
明
会
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

組
ん
で
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

発
達
を
保
障
し
て
い
く
保
育
に
取
り

〔乳
児
保
育
に
つ
い
て
〕

整

っ
た
環
境
の
中
、
乳
児
の
全
面

れ
ば
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

-
そ
の
他

人
所
申
請
書
は
、
ご
家
族
の
方
が

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
申
請
が

必
要
で
す
。

※
初
め
て
入
所
さ
れ
る
場
合
は
、
保

育
所
へ
児
童
を
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

び

f ¥  

I 6 8-q Iます。	

お問い合わせは，	

"¥ 

~ 

国民年金の保険料は、

確定申告の際、全額

社会保険料控除の

対象となり

ます。� 

。

..使"の.178万� (65歳未満の人は108万)

告訴して
不起訴になれば

検察審査会ヘ� 

犯人が起訴されない/

不満の方は検察審査会へ・� ..... 

11人の審査員があなたの事件をもう

一度調べます。

手続きは無料で，秘密は固く守られ

円以上の年金を受けている人は，

支払われる年金から所得税が適
刻!t~師作並区高井戸西 3・ 5 ・ 2~徳島市徳島町� 1丁目� 5番地

正に源泉徴収されるよう，扶養 f1fili腸lIf"台ニI-$'-

徳島検察審査会事務局 n 

〔徳島地方裁判所内� 
親族等申告書が社会保険庁から

ft (0886) 52--3141J まで
送られてきます。


忘れずに提出しましょう 。


今年もはや12月……

年賀状書きや大そうじ，今では少なく

なったと言われますが，おせち料理を作

るご家庭もあるでしょう 。

なにかと J忙しく，出費の多いこの時期

ですが，国民年金の保険料を納め忘れな

いようご注意ください。

また，今までに保険料が未納となって~ いる期間についても早めに納めましょう 。

回

MUS04
テキストボックス
保育所入所説明会及び　入所申請書受付について

MUS04
テキストボックス
国民年金から　老齢年金を受けている方は扶養親族等申告書を提出しましょう

MUS04
スタンプ
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|戸籍手数料改定ノ

勝浦町役場の窓口などで行われ

る戸籍謄 ・抄本等の手数料が，政

令により平成 8年1月1日から次

の表のとおり改定なります。

戸籍関係

種 類 改定額 現 千'丁ー

戸籍の謄本または抄本� 1通� 

除籍の謄本または抄本� l通� 

戸籍の記載事項証明

証明事項� 1件� 

除籍の記載事項証明

証明事項� 1件� 

届書の受理等の証明書� 1通� 

令� 5号ただし書の証明書� 1通� 

届書等の閲覧 書類 1件� 

450円� 

750円� 

350円� 

450円� 

350円� 

1，400円� 

350円� 

400円

700円

300円

400円

300円

1，300円

300円

夜間救急当番表�  勝浦会館12月行事

12月2日 湯浅医院�  2-2003 

12月4日 勝浦病院�  2-2555 

12月6日 赤岩医院�  2-2006 

12月8日 勝浦病院�  2-2555 

12月⑩日 上勝診療所� 6-0302 

12月12日 勝浦病院�  2-2555 

12月14日 山西医院�  2-3027 

12月16日 勝浦病院�  2-2555 

12月18日 湯浅医院�  2-2003 

12月20日 勝浦病院�  2-2555 

12月22日 赤岩医院�  2-2006 

12月⑫日 勝浦病院�  2-2555 

12月26日 上勝診療所� 6-0302 

12月28日 勝浦病院�  2-2555 

12月30日 山西医院�  2-3027 
すのでお気軽にお叶

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 合わせください。

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで� 

ぬ
司
事
⑨
扇
町


日
月
同
日 

月
日
日

i
n(

敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
北
野
佐
江
喜
/
長
女

字

花

紫

強

栄

子

¥

絵

大
字
中
角

久
保
田
義
明
ノ
長
女

字
豊
田

由

美

¥

彩

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
神
谷
岩
佐

希 梨

町
役
場
窓
口
業
務
の
ご
案
内

急
ぐ
用
件
・
手
続
き
は
早
目
に 
H

年
末
年
始
の
役
場
の
事
務
は
、
十

二
月
二
十
九
日
か
ら
来
年
の

一
月
三

日
ま
で
休
み
ま
す
。

こ
の
休
み
期
間
中
は
、
当
直
者
が

死
亡
届
、
出
生
届
、
婚
姻
届
等
は
受

け
付
け
い
た
し
ま
す
が
、
印
鑑
証
明

書
や
戸
籍
の
写
し
の
交
付
な
ど
の
事

務
は
取
り
扱
い
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
の
仕
事
や

お
正
月
の
準
備
な
ど
で
つ
い
大
事
な

書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
。
急
ぐ
用
件
、
手
続
き
な

ど
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
病
院
も
同
様
に
、
十
二
月
二

十
九
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で
休
み
ま

す
。

-
て竺軍当戸三三三

主云亘書』

l-受…りま

教室名 実施 日 時 間

陶 コ一争z4t--
7 14 21 

午後� 7: 30~ 
木 木 木

着付け� 
8 22 

午後� 8: OO~ 
金 金� 

dp手� zー争z+
7 14 21 

午後� 7: 30~ 
木 木 木

6 13 19 
午後� 8:OO~踊� り� 

7]( 水 火

生け花� 
5 27 

午後� 8:OO~ 
火 水

俳句�  11 25 
午後� 8:OO~ 

短歌 月 月� 

習 ，子ム -

l 8 15 22 
午後� 7:OO~ 

金 金 金 金

大正琴� 
14 21 木曜日は午後l時

から木 木

⑫⑨ 
心配ごと相談� 

-日時 12月1日(金)� 

12月8日(創� 

12月15日(金)� 

12月22日(金)

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階� 

都
次
(
臼
歳
)

あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

i
n

問
月
刊
日 

月
日
日

勢
田
敏
弘
さ
ん
(
与
川
内
)

宮

本

博

さ

ん

(

石

原

)

岩
佐
博
之
さ
ん
(
石
原
)

匿

名

(

横

瀬

)

平
山
美
千
江
さ
ん
(
横
瀬
)

谷
上
一
好
さ
ん
(
生
名
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

MUS04
テキストボックス
戸籍の窓

MUS04
スタンプ




